
竹
取
物
語

作
者

　
作
者
は
不
明
。「
竹
取
物
語
」
が
漢
文
訓
読
語
を
交
え
た
和
文
で
書
か
れ
、

神
仙
譚
を
は
じ
め
と
す
る
漢
籍
、
仏
典
、
日
本
の
歴
史
や
地
理
に
関
す
る
知

識
が
活
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
男
性
文
人
の
手
に
な
る
と
見
る
の
が
通

説
で
あ
る
。
源
み
な
も
と
の

順し
た
ご
う、
源
み
な
も
と
の

融と
お
る、
僧
正
遍へ
ん

昭じ
ょ
う、
紀き
の

長は

谷せ

雄お

な
ど
の
諸
説
が

あ
る
が
、
い
ず
れ
も
確
証
を
欠
く
。
こ
の
他
に
、
空
海
の
漢
文
原
作
を
遍
昭

が
和
文
化
し
た
と
す
る
説
、
斎い
ん

部べ

氏
、
漆ぬ
り

部べ

氏
、
賀
茂
氏
と
い
っ
た
特
定
の

氏
族
の
中
で
作
ら
れ
た
と
す
る
説
も
あ
る
。

出
典

▼
底
本

　
新
日
本
古
典
文
学
大
系
「
竹
取
物
語
　
伊
勢
物
語
」（
堀
内
秀
晃
・
秋
山

虔
校
注
、
平
成
九
〔
一九九七〕
年
、
岩
波
書
店
刊
）
に
よ
っ
た
。

▼
諸
本

　「
竹
取
物
語
」
は
平
安
時
代
前
期
に
成
立
し
た
が
、
現
存
伝
本
は
室
町
時

代
末
期
ま
で
し
か
さ
か
の
ぼ
れ
な
い
。
伝
本
は
通
行
本
と
古
本
と
に
大
別
さ

れ
る
。
新
日
本
古
典
文
学
大
系
の
底
本
で
あ
る
天
理
図
書
館
蔵
本
（
武
藤
元

信
氏
旧
蔵
本
）
は
、
天
正
二
十
（
一五九二）
年
の
書
写
で
あ
り
、
通
行
本
を
代

表
す
る
伝
本
の
一
つ
で
あ
る
。

▼
書
名

　
一
般
に
「
竹
取
物
語
」
と
呼
ば
れ
る
が
、「
竹
取
翁
物
語
」「
竹
物
語
」
と

題
す
る
伝
本
も
あ
る
。
ま
た
、「
源
氏
物
語
」
で
は
、「
か
ぐ
や
姫
の
物
語
」

（
倒
生
巻
）、「
竹
取
の
翁
」（
絵
合
巻
）
と
呼
ば
れ
る
。

▼
成
立

　
九
世
紀
末
か
ら
十
世
紀
初
頭
の
成
立
と
さ
れ
る
。
か
ぐ
や
姫
の
昇
天
の
部

分
に
、「
六ろ
く

衛え

の
府つ
か
さ」「
頭
と
う
の

中ち
ゅ
う

将じ
ょ
う」
な
ど
、
弘こ
う

仁に
ん

年
間
（
八一〇〜
八二四）
設
置

の
官
司
・
官
職
名
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
以
降
の
成
立
で
あ
る
こ
と
は
確
実
だ

が
、
仮
名
文
字
の
普
及
、
和
歌
に
お
け
る
掛
詞
・
縁
語
の
発
達
を
考
慮
す
る

と
、
成
立
の
上
限
は
、
貞
じ
ょ
う

観が
ん

年
間
（
八五九〜
八七七）
頃
だ
と
言
え
る
。
ま
た
、

「
大
和
物
語
」
第
七
十
七
段
に
「
竹
取
物
語
」
を
踏
ま
え
た
和
歌
が
あ
り
、

こ
れ
が
延え
ん

喜ぎ

九
（
九〇九）
年
の
作
と
推
定
さ
れ
る
の
で
、
そ
の
頃
に
は
成
立

し
て
い
た
と
言
え
る
。
さ
ら
に
、
物
語
末
尾
に
富
士
山
の
煙
が
「
い
ま
だ
雲

の
中
へ
立
ち
上
る
」
と
あ
る
の
に
対
し
、「
古
今
和
歌
集
」
仮
名
序
に
は

「
今
は
富
士
の
山
も
煙
立
た
ず
な
り
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、「
古
今
和
歌
集
」

成
立
の
延
喜
五
年
が
成
立
の
下
限
と
も
見
ら
れ
る
。

▼
内
容

　「
竹
取
物
語
」
の
内
容
は
、
大
き
く
四
部
に
分
け
ら
れ
る
。
天
人
女
房
譚

と
認
め
ら
れ
る
か
ぐ
や
姫
の
出
現
と
退
去
と
の
間
に
、
五
人
の
貴
公
子
と
帝

に
よ
る
求
婚
の
物
語
が
挟
み
込
ま
れ
る
形
で
あ
る
。

⑴
か
ぐ
や
姫
の
生
い
立
ち
（
天
人
女
房
譚
・
小
さ
子
譚
・
致
富
長
者
譚
）

⑵
五
人
の
貴
公
子
の
求
婚
…
五
つ
の
難
題
（
求
婚
難
題
譚
）

　
　
　
①
石い
し

作づ
く
りの
皇
子
…
…
仏
の
御
石
の
鉢
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②
庫く
ら

持も
ち

の
皇
子
…
…
倒
萊
の
玉
の
枝

　
　
　
③
阿
倍
の
右
大
臣
…
…
火
鼠
の
皮
衣

　
　
　
④
大
伴
の
大
納
言
…
…
竜
の
頸
の
珠

　
　
　
⑤
石い
そ
の上か
みの
中
納
言
…
…
燕
の
子
安
貝

⑶
帝
の
求
婚
（
求
婚
譚
）

⑷
か
ぐ
や
姫
の
昇
天
（
昇
天
譚
・
天
人
女
房
譚
）

　
天
人
女
房
譚
は
、
天
女
が
天
か
ら
降
り
て
来
て
地
上
の
人
間
と
と
も
に
暮

ら
す
も
の
の
、
後
に
別
れ
る
と
い
う
話
の
型
で
あ
る
（
羽
衣
伝
説
の
類
）。

か
ぐ
や
姫
は
最
終
的
に
昇
天
す
る
の
で
、
姫
が
出
現
し
、
翁
・
嫗
の
養
女
と

な
る
部
分
も
天
人
女
房
譚
と
捉
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
非
常
に
小
さ
く
生
ま

れ
た
子
が
特
別
な
能
力
を
持
つ
小
さ
子
譚
（「
一
寸
法
師
」
な
ど
）、
異
界
の

者
や
動
物
を
引
き
受
け
た
人
物
に
富
が
も
た
ら
さ
れ
る
致
富
長
者
譚
（「
洟は
な

垂た
れ

小こ

僧ぞ
う

様さ
ま

」
な
ど
）
と
い
っ
た
物
語
の
典
型
的
な
型
が
冒
頭
部
を
形
作
っ
て

い
る
。

　
姫
が
成
長
す
る
と
、
物
語
は
求
婚
譚
に
移
行
す
る
。
翁
は
、
特
別
熱
心
に

求
婚
す
る
五
人
の
貴
公
子
の
一
人
と
結
婚
す
る
よ
う
、
姫
に
勧
め
る
。
姫
が

愛
情
を
測
る
た
め
と
し
て
出
し
た
五
つ
の
難
題
は
、
ど
れ
も
実
在
す
ら
不
明

な
品
物
の
要
求
で
あ
っ
た
。
通
常
の
難
題
求
婚
譚
と
異
な
り
、
女
性
が
求
婚

者
を
退
け
る
た
め
の
難
題
で
あ
る
。
か
ぐ
や
姫
は
、
石
作
の
皇
子
の
仏
の
御

石
の
鉢
は
す
ぐ
に
偽
物
と
見
破
る
が
、
庫
持
の
皇
子
が
用
意
し
た
精
巧
な
偽

物
に
は
苦
労
し
た
。
間
一
髪
の
と
こ
ろ
で
工
人
た
ち
が
玉
の
枝
製
作
の
報
酬

を
要
求
し
に
現
れ
、
姫
は
助
か
る
。
阿
倍
の
右
大
臣
は
偽
の
皮
衣
を
買
わ
さ

れ
て
い
た
。
大
伴
の
大
納
言
は
、
自
ら
竜
の
頸
の
珠
の
探
索
に
船
出
す
る
が
、

嵐
に
遭
い
、
か
ぐ
や
姫
を
恨
む
。
石
上
の
中
納
言
は
、
子
安
貝
を
得
る
た
め

高
所
に
昇
っ
て
転
落
し
、
死
去
す
る
。
手
に
し
て
い
た
の
は
燕
の
糞
で
あ
っ

た
。
貴
公
子
た
ち
の
物
語
は
身
分
の
順
に
配
列
さ
れ
、
各
々
人
間
の
愚
か
さ

を
描
く
。
一
方
、
か
ぐ
や
姫
に
も
変
化
が
生
じ
、
中
納
言
の
死
に
は
同
情
し
、

自
ら
和
歌
を
贈
っ
た
。
江
戸
時
代
の
加か

納の
う

諸も
ろ

平ひ
ら

以
来
、
貴
公
子
た
ち
は
「
日

本
書
紀
」「
続
日
本
紀
」
に
見
え
る
実
在
人
物
に
基
づ
く
と
考
え
ら
れ
て
い

る
。
五
人
が
皆
失
敗
を
し
、
最
も
身
分
の
低
い
中
納
言
だ
け
が
姫
の
同
情
を

得
ら
れ
た
点
に
物
語
作
者
の
社
会
批
判
が
読
み
取
れ
る
。
ま
た
、
難
題
譚
の

部
分
は
作
者
の
独
創
性
が
高
い
と
認
め
ら
れ
て
い
た
が
、
チ
ベ
ッ
ト
で
採
取

さ
れ
た
民
話
「
斑は
ん

竹ち
く

姑こ

娘じ
よ
う」
に
、
類
似
し
た
五
つ
の
難
題
が
あ
る
こ
と
が
一

九
七
〇
年
代
に
な
っ
て
知
ら
れ
た
。
両
者
共
通
の
原
話
の
有
無
な
ど
は
解
明

さ
れ
て
い
な
い
。

　
か
ぐ
や
姫
の
評
判
を
聞
い
た
帝
は
、
内な
い

侍し

中な
か

臣と
み
の房
子
を
翁
の
家
に
派
遣

す
る
。
姫
は
、
居
丈
高
な
態
度
の
内
侍
と
対
面
せ
ず
、
勅
命
を
畏
れ
多
い
と

も
思
わ
な
い
。
天
皇
の
権
威
に
屈
し
な
い
姫
の
言
動
に
も
、
作
者
の
批
判
的

想
像
力
が
あ
る
。
い
っ
た
ん
は
姫
の
意
向
を
尊
重
し
た
翁
も
、
帝
か
ら
官
位

を
条
件
に
出
さ
れ
、
狩
の
行
幸
を
装
っ
て
帝
が
直
接
来
訪
す
る
計
画
に
同
意

す
る
。
姫
は
窮
地
に
立
た
さ
れ
る
が
、
帝
に
袖
を
つ
か
ま
れ
な
が
ら
、「
き

と
影
に
な
」
っ
て
拒
み
通
し
た
。
帝
が
無
理
強
い
を
し
な
い
か
ら
も
と
の
姿

に
戻
る
よ
う
懇
願
す
る
と
、
姫
は
応
ず
る
。
超
人
的
な
力
で
主
張
を
通
し
つ

つ
も
、
相
手
に
憎
ま
れ
ず
愛
さ
れ
る
、
し
な
や
か
な
人
物
像
が
あ
る
。
姫
と

帝
と
の
間
に
は
、
三
年
に
わ
た
る
手
紙
の
往
来
が
あ
っ
た
。

　
天
人
女
房
譚
の
型
に
沿
っ
て
、
物
語
は
終
末
部
へ
進
む
。
月
を
見
て
嘆
く

よ
う
に
な
っ
た
姫
は
、
八
月
十
五
夜
が
近
づ
い
て
よ
う
や
く
、
自
分
は
月
の

人
で
あ
り
、
十
五
夜
に
帰
る
と
告
白
す
る
。
翁
の
訴
え
を
聞
い
た
帝
は
、
兵

士
二
千
人
を
派
遣
す
る
が
、
や
っ
て
来
た
月
か
ら
の
使
者
た
ち
に
対
し
て
は

無
力
で
あ
っ
た
。
か
ぐ
や
姫
は
、
翁
・
嫗
に
別
れ
を
告
げ
、
帝
に
不
死
の
薬
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と
手
紙
と
を
残
し
て
去
る
。
不
老
不
死
の
月
の
世
界
に
帰
る
よ
り
も
、
老
い

て
い
く
翁
た
ち
と
と
も
に
い
た
い
と
い
う
か
ぐ
や
姫
で
あ
っ
た
が
、
天
の
羽

衣
を
着
る
と
人
間
的
感
情
を
失
っ
て
昇
天
し
た
。
翁
た
ち
は
悲
嘆
に
暮
れ
、

帝
は
、
最
も
高
い
山
（
富
士
山
）
の
頂
上
で
、
薬
と
手
紙
と
を
焼
か
せ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、「
竹
取
物
語
」
は
種
々
の
話
の
型
を
組
み
合
わ
せ
て
成
り

立
つ
が
、
さ
ら
に
「
…
さ
る
時
よ
り
な
む
、「
よ
ば
ひ
」
と
は
言
ひ
け
る
」

な
ど
、
節
目
節
目
に
語
源
譚
の
形
も
取
り
込
ん
で
い
る
。

参
考
文
献

教
師
用

▽
注
釈
書

　
日
本
古
典
文
学
大
系
「
竹
取
物
語
　
伊
勢
物
語
　
大
和
物
語
」

阪
倉
篤
義
他
　
　

岩
波
書
店
　
昭
三
十
二

　
新
日
本
古
典
文
学
大
系
「
竹
取
物
語
　
伊
勢
物
語
」
堀
内
秀
晃
・
秋
山
虔

　

岩
波
書
店
　
平
九

　
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
「
竹
取
物
語
　
伊
勢
物
語
　
大
和
物
語
　
平
中

物
語
」
片
桐
洋
一
他
　

小
学
館
　
平
六

　「
竹
取
物
語
評
解
」
増
訂
版
　
三
谷
栄
一
　

有
精
堂
　
昭
六
十
三

　「
竹
取
物
語
全
評
釈
」
上
坂
信
男
　

右
文
書
院
　
平
二
、
十
二

　「
竹
取
物
語
　
現
代
語
訳
対
照
・
索
引
付
」
大
井
田
晴
彦
　

笠
間
書
院
　
平
二
十
四

　
新
潮
日
本
古
典
集
成
新
装
版
「
竹
取
物
語
」
野
口
元
大
　

新
潮
社
　
平
二
十
六

　「
新
版
竹
取
物
語
」（
角
川
ソ
フ
ィ
ア
文
庫
）
室
伏
信
助
　

角
川
学
芸
出
版
　
平
十
三

　
文
法
解
説
「
竹
取
物
語
・
伊
勢
物
語
」（
付
　
大
和
物
語
）
　

日
栄
社
　
昭
四
十
八

　
文
法
鑑
賞
「
竹
取
物
語
新
解
釈
」
三
谷
栄
一
著
　有

精
堂
出
版
　
昭
五
十
六

　
古
典
　
読
解
と
演
習
「
竹
取
物
語
・
伊
勢
物
語
」
伊
藤
秀
利
　

朋
友
出
版
株
式
会
社
　
昭
六
十

▽
研
究
書

　
日
本
文
学
研
究
大
成
「
竹
取
物
語
・
伊
勢
物
語
」
片
桐
洋
一
編
　

国
書
刊
行
会
　
昭
六
十
三

　「
平
安
朝
文
学
と
漢
文
世
界
」
渡
辺
秀
夫
　

勉
誠
社
　
平
三

　「
竹
取
物
語
の
研
究
㉔
達
成
と
変
容
」
奥
津
春
雄
　
翰
林
書
房
　
平
十
二

　「
平
安
物
語
叙
述
論
」
藤
井
貞
和
　

東
京
大
学
出
版
会
　
平
十
三

　「
か
ぐ
や
姫
幻
想
」
新
装
版
　
小
嶋
菜
温
子
　

森
話
社
　
平
十
四

　「
源
氏
物
語
の
文
学
史
」
高
田
祐
彦
　

東
京
大
学
出
版
会
　
平
十
五

　「
物
語
史
の
解
析
学
」
土
方
洋
一
　

風
間
書
房
　
平
十
六

　「
竹
取
物
語
論
㉔
神
話
／
系
譜
学
」
関
根
賢
司
　

お
う
ふ
う
　
平
十
七

　「
益
田
勝
実
の
仕
事
２
」
益
田
勝
実
　

筑
摩
書
房
　
平
十
八

　「
竹
取
物
語
本
文
集
成
」
王
朝
物
語
史
研
究
会
　

勉
誠
出
版
　
平
二
十

▽
入
門
書
・
研
究
案
内

　
鑑
賞
日
本
古
典
文
学
「
竹
取
物
語
・
宇
津
保
物
語
」
三
谷
栄
一
他
　

角
川
書
店
　
昭
五
十

　
鑑
賞
日
本
の
古
典
「
伊
勢
物
語
・
竹
取
物
語
・
宇
津
保
物
語
」

藤
岡
忠
美
他
　

尚
学
図
書
　
昭
五
十
六

　
研
究
資
料
日
本
古
典
文
学
「
物
語
文
学
」

明
治
書
院
　
昭
五
十
八
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　「
平
安
文
学
研
究
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
田
中
登
他
　

和
泉
書
院
　
平
十
六

　「『
竹
取
物
語
』
か
ら
「
か
ぐ
や
姫
」
へ
⒡
⒢
物
語
の
誕
生
と
継
承
」

斉
藤
み
か
　

東
京
堂
出
版
　
令
二

生
徒
用

　「
竹
取
物
語
（
全
）」（
角
川
ソ
フ
ィ
ア
文
庫
　
ビ
ギ
ナ
ー
ズ
・
ク
ラ
シ
ッ

ク
ス
）
角
川
書
店
編
　

角
川
学
芸
出
版
　
平
十
三

　「
知
っ
て
る
古
文
の
知
ら
な
い
魅
力
」
鈴
木
健
一
　

講
談
社
　
平
十
八

　「
竹
取
物
語
」
江
國
香
織
　

新
潮
社
　
平
二
十

　「
か
ぐ
や
姫
と
王
権
神
話
『
竹
取
物
語
』・
天
皇
・
火
山
神
話
」

保
立
道
久
　

洋
泉
社
　
平
二
十
二

　「
日
本
語
の
古
典
」
山
口
仲
美
　

岩
波
書
店
　
平
二
十
三

　「
物
語
の
い
で
き
始
め
の
お
や
『
竹
取
物
語
』
入
門
」
原
國
人
　

新
典
社
　
平
二
十
四

図
版
解
説

〈

竹
取
物
語
絵
巻
〉

國
學
院
大
學
図
書
館
蔵
。
書
写
年
代
江
戸
時
代
前
期
。
絵
巻
。
三
巻
。

表
紙
は
、
梅
花
・
菊
花
亀
甲
織
文
。
絵
は
、
上
巻
に
六
面
、
中
巻
に
七

面
、
下
巻
に
五
面
。
箱
書
に
「
竹
取
物
語
三
巻
　
詞
書
青
蓮
院
宮
尊
鎮

親
王
御
筆
　
絵
　
狩
野
永
徳
法
印
筆
」
と
あ
る
。
絵
は
住
吉
絵
風
で
元

禄
頃
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。
本
文
は
古
本
系
統
の
京
大
夫
、
池
田
亀
鑑

旧
蔵
の
高
安
本
と
同
じ
。
単
元
ト
ビ
ラ
に
は
月
を
見
て
嘆
く
か
ぐ
や
姫

を
描
い
た
場
面
、
本
文
の
挿
絵
は
翁
が
籠
に
入
れ
て
か
ぐ
や
姫
を
養
う

場
面
を
採
録
し
た
。

⇩
Ｐ
45
・
47
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